
特殊音節（小さい

「ゃ」「ゅ」「ょ」など）

が読めない

文字がにじんだり、

ゆがんだり、鑑文字に

見えたりして読めない

わ、た、し、た、ち、

…（逐次読み）

文字や行を

読み飛ばす

「は」？

「ほ」？

教科書を読むことがむずかしい… と 困っていませんか？

発達障害や日本語に通じないこと等により、

通常の教科書では文字等を認識することが困難な児童生徒のため、

音 声教材
を

提供しています。

教科書の内容を音声で読み上げる等の機能を持つ

詳
細
は
こ
ち
ら

音声教材
小学校・中学校・高等学校の教科書を、

様々な形式で無償提供しています。

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/1374019.htm

ＰＤＦ版拡大図書
（ＵＤブラウザ）

主に視覚障害のある高校生向けに

無償提供しています。

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/1411600.htm

音声教材の機能を活用すると、

「教科書を読む」ことの困難さを軽減 

することができます。

▲マルチメディアデイジー教科書（公益財団法人日本障害者リハビリテーション協会）の画面イメージ
「ごんぎつね」

ほかにも、紙冊子を音声ペンでタッチして使用する教材などがあります。
また、全ての学校の小５～中３を対象として英語、一部の学校の小５～中３を対象として算数・数学の「学習者用デジタル教科書」
を無償提供しています。

音声教材の主な特徴・機能

パソコンや

タブレット端末

を使用する

教科書の

内容を音声で

読み上げる

読んでいる

箇所を

ハイライト表示

漢字に

ルビを表示

文字の

拡大・縮小

文字色・

背景色の

変更 等

ページをめくる

動きが苦手

文字が小さくて

読めない

発達障害のある児童生徒の中には 、

障害の特性により、文章を「読む」ことが苦手

であるなど、学習等に困難を抱えている場合

があります。

視覚障害や肢体不自由等のある児童

生徒も、紙の教科書では文字が小さくて読め

な か っ た り 、 ペ ー ジ を め く る 動 き が

苦手である場合があります。

また、外国人児童生徒等も、教科書の使用に

困難を抱えている場合があります。

「障害のある児童及び生徒のための教科用特定図書等の普及の促進等に関する法律」の趣旨にのっとり、文部科学省の委託事業により

製作・提供しています。
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